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YWCA(The YOUNG WOMEN’S CHRISTIAN ASSOCIATION、以下、YWCA)に関する詳細な歴史学的・宣教学的考
察はなされてこなかったといっても過言ではないだろう。 
 そこで本研究は、矯風会が発行する『婦人新報』を中心に用いることとするが、『婦人新報』は 1888
年 4月から 1893年 2月までが『東京婦人矯風雑誌』2、1893年 11月から 1895年 1月までが『婦人矯風

















































































































































































織し、7年間の旅で 6623にも及ぶ WCTU支部を結成した。 





(Margaret Bright Lucas)が着任したものの 1890年に死去したため、1891年 11月にマサチューセッツ







内部には部会が組織されており、Christian Outreach、Education、Home Protection、Social 
                                                     
13 WWCTUのホームぺージより：http://wwctu.org/index.html(2018 年 8月現在) 































   3・1 運動には多くの女性が積極的に参加し、日本に留学していた黄愛施徳(黄愛徳)、金嗎利亜ら女子
留学生たちも「朝鮮独立青年団」の名のもとに独立示威をおこない、「わが民族はただ日本にたいし永
遠の血戦をなすのみ」と決議し、不退転の決意を内外に示したのであった。 
   挙族的にたたかわれた、この三一独立運動にたいし、吉野作造ら若干の民本主義者やキリスト者が理
解を示したが、日本のフェミニズムや女性解放家たちはこれをどう迎えただろうか。 
   『婦人新聞』や『婦人新報』をみる限り、三一運動への同情や理解はもとより、関心さえ感じとるこ
とはむずかしい。(中略)結論的にいうなら、当時の日本のフェミニストは、武力でもって朝鮮民衆を徹















   みられるように「満州」や朝鮮にたいする侵略認識は少しもみられない。ただ会勢拡張の一環として 
朝鮮や「満州」での支部づくりがすすめられたといえよう。 











  日露戦争の結果、韓国は我が保護国となり、既に統監府を置かれて着々其内治外交に手をつけて居り 
ますが、多くは物質の事に偏し、精神上のことに関しては誠に寥々たる観があります。 




                                                     











22 日本基督教婦人矯風会『婦人新報』105号、婦人新報社、1906 年 1月。 


































『婦人新報』240 号、1917 年 7 月) 
久布白落





                                                     
23 鈴木裕子、前掲書、p.72－73。 
24 鈴木裕子、前掲書、p.72。 
25 現、淑明女子大学校。この設立と淵澤能惠の関係については、本研究論文の第 4章において詳しく論述する。 
26 「矯風会の植民地支部の第一号は 1919年に誕生した台北支部である。台北居住の矯風会会員を中心とした 40名の支部
である。大連在住の満鉄社員の妻からの要請をうけ満鉄に招聘されて満州、朝鮮へ 21年に矢島、久布白が旅行してい
る。この直後に大連、旅順、奉天、京城、仁川、平壌、など 9か所に日本人による支部が設立されている。海外で設立さ
れた矯風会の支部は１、２を除きすべて日本人の支部である。1945年までに朝鮮 12、満州 11、台湾 6、北京、天津、上
海、樺太豊原、ブラジルと 34支部が誕生している。」：早川紀代「帝国意識の生成と展開―日本基督教婦人矯風会の場合
―」、富坂キリスト教センター編『女性キリスト者と戦争』、行路社、2002年、p.167-168。 
27 鈴木裕子、前掲書、p.75－76。その地の有力者及び指導層として、釜山支部ではその発会式(1921年 6月 23日)に際
し、釜山府尹・本田常吉、商業会議所会頭・香推源太郎、高等女学校長・安藤文郎などを挙げる。 
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を捨てて、独りの神を父とし、万民同胞の心情を養ひ、少くとも支那朝鮮より留学する人々丈
けにでも、世界的洗礼を受けた日本魂を以て接するやうに務むる必要が有りますまいか。」

















号、1923 年 8 月) 
 
 以上、4名とガントレット恒子28を加えた主要な会員について鈴木は次のように分析する。 
     
彼女らはみな善意の人たちであった。困った人たちがいれば、持てるものをすべて献げても悔いる
ことのない求道者でもあった。 
    が、民族の自尊心、独立を奪われた民衆の気持ちや痛みを思いやるにはあまりにも無頓着でありす 
ぎた。 
    キリスト教平等主義に拠っていた彼女らにしても、帝国主義民族としてその身にしっかりと植えつ
けられていった優越感・優越意識からは自由ではなかった、といえるのではないだろうか。 




  １ 純潔報国(国防)運動の展開 
  ２ 婦人矯風会と日本軍「慰安婦」制度 
  ３ 婦人矯風会と「戦争責任」 
特に、３「婦人矯風会と『戦争責任』」において、先に述べた主要な会員であるガントレット恒子と
久布白落実の敗戦後に記した戦争責任を表した論稿について鈴木は次のように分析している。 









































                                                     
30 鈴木裕子、前掲書、p.131。 
31 富坂キリスト教センター、前掲書、p.158。 
32 富坂キリスト教センター、前掲書、p.160。            
33 1967年韓国ソウル生まれ。梨花女子大学卒業。東京大学大学院総合文化研究科超域文化科学先行博士課程修了。東京
大学大学院総合文化研究科学学術研究員を経て、2013年度より日本学術振興会外国人特別研究員。主要著作としては、



















































































































                                                     
た。1886年には矯風会を設立、1925年 6月 16日に 92歳の生涯を閉じた。：日本キリスト教婦人矯風会編、前掲書、
p.87-90参照。 


















































54 日本キリスト教婦人矯風会編『日本キリスト教婦人矯風会百年史』、ドメス出版、1986年、p.23－28 参照。 
55 日本キリスト教婦人矯風会編、同書、p.38。：「婦人矯風会規約(明治十九年十二月議定)第二条 目的 本会は社会の弊
風を矯め道徳を脩め禁酒禁煙を禁し以て婦人の品位を開進するを目的とす」 
56 矯風会の機関紙は、1888年 4月から 1893 年 2月までが『東京婦人矯風雑誌』との月刊誌として発刊され、1893 年 11


























1.2． 設立から日清戦争(1886－1894 年)：清国から独立すべき隣国朝鮮 
  






                                                     
60 久布白落実『廃娼ひとすじ』、中央公論社、1973年、p.111。 
61 1894年から 95年にかけて朝鮮及び清国の情報を提供する記事が次々と出されている。この現象は 1893年までには見ら
れなかった。記事の題目は次の通り。(1895 年以降は機関紙名を『東京婦人矯風雑誌』から『婦人矯風雑誌』へ、さらに
『婦人新報』へ改称されたため、それに従い号数がもどる場合がある。)「雑報 朝鮮婦人の務」(第 7 号、1894 年 5 月 2
日)、「雑報 朝鮮に於ける日本人」(第 9 号、1894 年 7 月 2 日)、「雑報 日清の戦と矯風問題」(第 10 号、1894 年 8 月 2
日)、「婦人従軍を願ふ」(第 10 号、1894 年 8 月 2 日)、「社説 矯風事業と愛国心」(第 11 号、1894 年 9 月 2 日)、「雑報 
婦人に開する朝鮮の改革」(第 11 号、1894 年 9 月 2 日)、「雑報 支那人にばけし日本人」(第 11 号、1894 年 9 月 2 日)、
第 12号 1894年 10月 4日、p.15-16、「雑報 朝鮮婦人の風俗」、「社説 国難と婦人」(第 13号、1894 年 11 月 2日)、「雑
報 支那婦人の生涯」(第 13 号、1894 年 11 月 2 日)、「雑報 支那婦人の生涯（二）」(第 14 号、1894 年 12 月 8 日)、「雑
報 朝鮮の風俗－朝鮮蓄妾の弊風」（＊『報知新聞』より）(第 14 号、1894 年 12 月 8 日)、同、「来翰 朝鮮の官妓（一）
官妓の種別（二）官妓の当直（三）官妓の活計法（四）官妓の性質（五）官妓と交を結ふ」(第 4号、1895年 5月 28日)、
「雑報 清韓風俗異同」(第 6 号、1895 年 7 月 28 日)、齋藤乙作「来翰 朝鮮の家庭の有様」 (第 6 号、1895 年 7 月 28
日)、「書翰 朝鮮の婢及結婚年齢」(第 7号、1895年 8月 28日)、「雑報 朝鮮婦人の一行」(第 8号、1895 年 9 月 28日)、
「雑報 朝鮮王妃」(第 10 号、1895 年 11 月 20 日)、「雑報 支那婦人の状態と世界の婦人財産家」(第 11 号、1895 年 12
月 25日)、「雑報 朝鮮の故王妃は基督教徒也」(第 11号、1895年 12 月 25日) 




































                                                     
62「雑報 日清の戦と矯風問題」『婦人矯風雑誌』10 号、東京婦人矯風会、1894年、p.33-36。 
63「雑報 朝鮮婦人の風俗」『婦人矯風雑誌』12号、東京婦人矯風会、1894年、p.15-16。  
64「社説 矯風事業と愛国心」『婦人矯風雑誌』11号、東京婦人矯風会、1894年、p.1-2。 
65「社説 国難と婦人」『婦人矯風雑誌』、東京婦人矯風会、第 13号、1894年 11 月 2日、p.1-6。 

























① 第 7号 1894年 5月 2日、「雑報 朝鮮婦人の務」 
② 第 9号 1894年 7月 2日、「雑報 朝鮮に於ける日本人」 
③ 第 11号 1894年 9月 2日、「社説 矯風事業と愛国心」 
④ 第 11号、1894年 9月 2日、「雑報 婦人に関する朝鮮の改革」 
⑤ 第 13号 1894年 11月 2日、「社説 国難と婦人」 
⑥ 第 13号 1894年 11月 2日、「雑報 朝鮮の風俗－朝鮮蓄妾の弊風」（＊『報知新聞』より）  
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『婦人新報』（1895年、M28、2月創刊） 
① 第 4 号 1895 年 5 月 28 日、「来翰 朝鮮の官妓（一）官妓の種別（二）官妓の当直（三）官妓の活計
法（四）官妓の性質（五）官妓と交を結ふ」 
② 第 6号 1895年 7月 28日、「雑報 清韓風俗異同」 
③ 第 6号 1895年 7月 28日、「来翰 朝鮮の家庭の有様」齋藤乙作 
④ 第 7号 1895年 8月 28日、「書翰 朝鮮の婢及結婚年齢」 
⑤ 第 8号 1895年 9月 28日、「雑報 朝鮮婦人の一行」 
⑥ 第 10号 1895年 11月 20日、「雑報 朝鮮王妃」 
⑦ 第 11号 1895年 12月 25日、「雑報 朝鮮の故王妃は基督教徒也」 
 
 
























                                                     
71 「戦争と矯風会」、『婦人新報』82号、婦人新報社、1904年、p.1。 
72 本多貞子「軍国の婦人」、『婦人新報』82号、婦人新報社、1904年、p.7-8。 




























                                                     






















1.4． 日露戦争から韓国併合(1905 年－1909 年)：保護国から植民地朝鮮へ 
 






















                                                     
81矢島楫子「雑報 軍國に処する我等の責任」、『婦人新報』87号、婦人新報社、1905年、p.10。 
82「時報 仁川の風儀」(100号、1905年 8月 25日、p.7)、「韓国と矯風事業」(105号、1906年 1月 25日、p.4)、「釜山
だより」(126号、1907年 10月 25日、p.4)の三か所。 


















第 2 章  大正から昭和期『婦人新報』における朝鮮理解 
  

























87 例えば、矢島楫子「新年の所感」(163号、1911年 1月 15日)、「平和事跡」(163号、1911年 1月 15日)、「在留米人
の平和協會創立」(164号、1911年 2月 15日)、「社説 平和と秋」(171号、1911年 9月 25日)、スタンホード大学総長
ジョルダン博士「平和に関する講演」(171号、1911 年 9 月 25日)、安中花子「平和運動に就て」(192号、1913年 6月
25日)、紫嵐「平和の愛好者スツトネル未亡人」(213号、1915年 3月 28日)など。 
88 矢島楫子「新年の所感」、『婦人新報』163号、婦人新報社、1911年、p.1。 
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2.1.2． 3・1 独立運動に関する見解 
 
「異人種に対する僻見」 
   近時朝鮮の暴動、支那学生の騒擾と好ましからぬ事件を耳にしますが、種々誤解も有ませうが其根本
に於て我が国民が島国根性を脱せぬと云ふ事が最大の原因を為して居るのではないかと思ひます、日清
戦争日露戦争に於て最も鼓吹せられたるものは敵愾心です、全国民を指導せし過去数十年間の国民的感












































95 鈴木裕子『フェミニズムと朝鮮』、明石書店、1994 年、p.80。 
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者たちによる言論活動においても植民地支配に対する「根底的、根本的異議を呈」するものを見つける
ことは容易ではない。上記の久布白の文中にある「外人の口よりかかる事をあばかれて」とあるのは、
当時朝鮮で宣教活動をしていた H.H.アンダーウッド(Horace Horton Underwood)、F.W.スコフィールド
(Frank William Schofield)及びＡＰ通信社の記者 A.W.テイラー(Albert Wilder Taylor)が、1919年 4
月 15日に起こった堤岩里



























































 事務所の場所 初代支部長 副支部長 記載(1921年) 
平 壌 平壌日本基督教會内 中山ほの子 大岩幸子 第 291号 12月 
仁 川 日本メソヂスト教會 伊東藤子 芝もと子 第 289号 10月 
京 城 淑明女学校内 淵澤能惠   






































































113 http://www.kwctu.org/(2018年 8月現在) 















   収入 貳百五拾七圓参拾銭 
   支出 七拾壹圓貳拾銭 
    利益 壹百八拾六圓拾銭 
この利益を全部満州事變慰問料として京城日報社へ依頼送附致しました117。 
 












                                                     
114黄恩惠『韓國敎會 節制運動의 構造에 관한 硏究  1920∼1930年代를 中心으로 民族史的 觀點에서-(韓国教会節制 
運動の構造に関する研究 1920-1930年代を中心に民族史的観点から)』、延世大学校神学大学院修士論文、1999年、 
p.13参照。 
115尹ウンスン『1920·30년대 한국 기독교 절제운동 연구(1920・30年代の韓国基督教節制運動研究)』、淑明大学校 
大学院博士論文、2008年、p.49-50参照。 
116 例えば、「一九三一年(社説)」(394号、1931年 1月号)、「刮目すべき婦人界の動き」(395号、1931年 2月号)、「国際
聯盟と日本」(404号、1931年 11月号)、「時局に對する矯風會の態度」(405号、1931年 12月号)、「満臺問題に関する新
光明」(406号、1932年 1月号)など多数。 
117 淵澤能惠「壹百八拾六圓也－満州事變慰問料として－」、『婦人新報』第 405号、1931年、p.48-49。 
118 「仁川支部」、『婦人新報』396号、婦人新報社、1931年、p.49。 






































122 曾田タキ「矢島楫子生誕百年記念運動 會勢擴張‼中間報告 京城支部」、『婦人新報』429 号、婦人新報社、1933 年、
p.33。 
123 ガントレット恒子「満鮮の旅から帰って」、『婦人新報』428号、婦人新報社、1933年、p.41。 













   座長  支部長 淵澤能恵 
   開會祈禱  曾田たき子 
會場書記に北島つや子挙げらる 
出席者點呼 
    京城 淵澤能恵(支部長)、曾田たき子、黒田眞子、北島つや子。 
    仁川 芝もと子(支部長) 
    鎮南浦 田中忠次牧師(支部長代理) 
部會組織につきガントレット副會頭より説明あり、つゞいて部會役員選擧を為す、當選者左の如し。 
    部會長  淵澤能恵 
    副部會長 芝もと子 
    會計   黒田眞子 
    書記   曾田たき子、北島つや子 
協議 
    矢島先生記念運動の件 
イ、會員増加の割當 
(一)支部新設 
  大田(十名)、清州(十名)、元山(十名) 
興南(十名)、新義洲(十名) 
(二)在来支部會員増加 
    仁川(五名)、大邱(五名)、釜山(五名) 
  京城(三十名)、鎮南浦(十名) 
ロ、記念運動費 
    百銭―壹圓、部會之をまとめること 
二、次回部會年會は昭和九年二月中に京城にて開催の事124。 
 
                                                     
124 曾田たき子「朝鮮部會－第一回年會－」、『婦人新報』429号、婦人新報社、1933年、p.39。 
































     朝鮮 
京城 
    未成年者禁酒法、禁煙法が樺太、臺灣と共に朝鮮にも勅令をもつて實施されたので、總督府よりの招
聘にて禁酒會の小鹽主事と諸岡博士が講師として来られ、私もその一行に加わつて講師の一人ともなつ
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た。 






















   これはすべて 
上御一人の御稜威によることは勿論、又見えざる天地の神の深淵なる攝理であることを忘れてはならな
い。先頃満州を經て北支への旅行を終つて歸朝した私は、次の歌に自分の感想を盛つて見た 
     日満と日支は手とり朝鮮を 愛のふところ 大和民族 







    第一朝鮮の問題としては、三千人の會員を有する朝鮮婦女節制會を我會に合併する事に就ての討議
であつた。昨年林會頭が朝鮮巡回の際先方より合併を希望され、従来萬國矯風會本部より補助を受け
                                                     
128 林歌子「東洋に對する責任(二)」、『婦人新報』490 号、婦人新報社、1939年、p.18。 
129 林歌子「昭和維新の大業は」、『婦人新報』490号、婦人新報社、1939年、p.5。 










去る 6 月 9 日、京城橋北町の朝鮮基督敎女子節制會聯合會において、日本基督敎婦人矯風會本部会長
である林歌子氏と久布白落實氏が参席し、朝鮮基督教女子節制会聯合會は東京矯風会本部に加盟するこ
とが決定された、規約も改訂されることとなった。 










   「朝鮮婦女節制會の合流」 








    朝鮮の歴史は其廿五年の歴史に於て、外観的には慥かに一進歩を來して居る事は争はれない。山の
青く緑濃くなつた事、田畑の優良になつた事、働く人の多くなつた事などは馳せ通るものゝ目にも明
かだ。又満州國でも北支でも内鮮人は皆日本人の名で通りつゝある事も事實である。要は其内容に於
                                                     
130 「第四十八回矯風會大會の記」、『婦人新報』494号、婦人新報社、1939年、p.14。 
131 「第四十八回大會決議事項」、『婦人新報』494号、婦人新報社、1939年、p.18。 
132 『東亞日報』、1939 年 6 月 21日付。 
133 久布白落実「社説」、『婦人新報』495号、婦人新報社、1939年、p.5。 
134 久布白落実「東亞巡り三週間半」、『婦人新報』496 号、婦人新報社、1939年、p.18。 














  浦安の國と讃へし神日本われらみ民の惑ふべからず 
 時、世界大勢は複雑微妙。 
   アジアに國す神國日本。 
   銃後を守る國内で、物資缺乏、統制に、直ちに騒ぎ、あわてて、大日本國民の、有史以来の矜恃 


























第 3 章  女性キリスト教団体及び機関紙における朝鮮理解の比較分析 
   


























                                                     





141 柴田とう「朝鮮の婦人」、『明治の女子』第 7巻 12 号、日本基督教女子青年会、1909年、p.12。 
142 柴田とう、同書、p.12-16。 






































                                                     
143 河井道子「朝鮮一覗(其二)」、『明治の女子』第 11 巻 6号、日本基督教女子青年会、1914年、p.22。 
144 『明治の女子』において例えば、小崎弘道「国家と基督教」(第 11巻 8号、1914 年 9 月 1日)、森村市左衝門「国家
を救ふの道」(第 11巻 8号、1914 年 9 月 1日)、海老名弾正「国家と婦人」(第 15巻 3号、1918 年 3 月 1日)など。 
145 田中正子「朝鮮旅行」、『女子青年界』16巻 8号、日本基督教女子青年会、1919年、p.24。 







矯風会及び YWCA が編纂したそれぞれの百年史には、日本による朝鮮の植民地化及び 3・1 独立運動に
関する内容は特に記されていない。つまり、武断統治期をはじめ日本が朝鮮を植民地化してゆく当時の
過程に関する反省を表明しつつ、自らの団体に関する詳細な調査や分析、それに基づく考察と見解は見
















                                                     
146 田中正子、同書、p.26。 
147 記載内容は次の通り。 








史小委員会編『年表 日本 YWCA80年史』、日本キリスト教女子青年会、1985年、p.48-69。 
148 「朝鮮基督教再建の為」、『女子青年界』第 16巻 8 号、日本基督教女子青年会、1919年、p.7。 
149「女子青年会夏期修養会」、『護教』第 1459号、警醒社、 1919年。この時に発言した人物は、金善であると知られ
ている。彼女は、神戸伝道学校在学中に朝鮮女子興学会の中心メンバーとして活動していた。帰国後には南監理教会が設
立した培花学校の教師として勤務、1925年から 28 年まで朝鮮 YWCA連合会委員として活躍した。：丁堯燮『韓國女性 
運動史:日帝治下의 民族運動을 中心으로(韓国女性運動史：日帝治下の民族運動を中心に)』、一潮閣、1971年、p.134 
、千和淑『韓国女性基督教社会運動史』혜안、2000 年、p.110、洪伊杓「日帝下韓国基督教의 日本認識:『内地』概念을 
中心으로(日帝下韓国基督教の日本認識：『内地』概念を中心に)」、延世大学連合神学大学院博士論文、2004年、p.125 
参照。 
































                                                     
150 土肥昭夫『日本プロテスタントキリスト教史』、新教出版社、1998年、p.307。 
151 土肥昭夫、同書、p.318。 
152 徐正敏『日本基督教의 韓国認識(日本基督教の韓国認識)』、한울、2000年、p.159、注 23。 
153 安武留美「婦人言論の自由－宣教師と WCTUと東京婦人矯風会」、『日本研究』第 30集、国際日本文化研究センター紀
要、2005年、p.141。 
154 安武留美、同書、p.142。 
155 李기서『教育의 길 信仰의 길:김필례 그 사랑과 실천(教育の道、信仰の道：金ピルレ、その愛と実践)』태광문화사 
、1988年、p.59.及び韓国 YWCA50年史編纂委員会編『韓国 YWCA半年史』、大韓 YWCA連合会、1976年、p.25参照。 
156 韓国 YWCA50年史編纂委員会編、同書、p.26。 




































































      
 『女學雜誌』の発刊が 1885年から 1904年という期間をみてもわかるように、両者の比較は日清戦争
勃発前から日露戦争勃発までの短い時期に限られる。その内容をまとめると下表の通り。 
 
 『女學雜誌』 『婦人新報』 
1886年 
(M18) 
「新報 朝鮮仁川の婦人」(第 25号、6月 5
日) 




「時事 金玉均氏の著述」(第 244号、12 
月 20日) 
 
1892年 「女報 朝鮮国王皇后両陛下幷皇太子殿  
                                                     
165 例えば、1886 年に掲載された矯風会全国組織設立直前の記事としては以下の通り。「新報 レビット夫人の禁酒演説」
(第 27 号)、マーリー・レビット夫人「社説 酒毒の遺伝」(第 28 号)、「新報 万国婦人禁酒会支部」(第 29 号)、「叢話 
万国婦人禁酒会の事」(第 30号)、「社説 万国婦人禁酒会書記レビット婦人演説」(第 31号)、万国婦人禁酒会書記レビッ
ト「論説 日本の姉妹に告ぐ」(第 36号)、「新報 婦人禁酒会」(第 40号)、「新報 万国婦人禁酒会規約」(第 40号)、「社
説 婦人矯風会」(第 41 号)、「新報 婦人矯風会」(第 41 号)、「新報 (本年十一月二十四日官報)万国婦人禁酒会年会」
(第 45号)。 
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(M24) 下の御璽」(第 255号、3月 7日) 
「女報 朝鮮に於る男女の関係」(第 264 
号、5月 9日) 
「女報 朝鮮故王妃の年祭」(第 271号、6 
月 27日) 
「女報 朝鮮大院君回婚之賀」(第 271
号、6月 27日)  
「女報 朝鮮京城在留の日本婦人」(第 
271号、6月 27日) 




「女報 朝鮮の結婚」(第 302号、1月 30 
日) 
「女報 朝鮮宮闕内の怪異」(第 305号、2 
月 20日) 
「外報 朝鮮には痘痕の婦人」(第 315 
号、4月 30日) 
「批評 朝鮮教報」(第 316号、5月 7日) 
「女報 朝鮮国元山に於る西陣織」(第 
320号乙の巻赤表) 





「通信 朝鮮通信(青山好恵)」(第 328 
号甲の巻白表、9月 24日) 
「論説 朝鮮に於て為すべき日本婦人の 
事業」(第 331号乙の巻赤表、11月 12日) 
「女報 朝鮮仁川通信(青山好恵)」(第 






「雑録 在朝鮮日本婦人の希望」在仁川  
青山好恵(第 336号乙の巻赤表、1月 21 
日) 
「時報 仁川京城の朝鮮婦人(朝鮮新 
報二月 14日)」(第 372号、3月 24日) 
「雑報 朝鮮婦人の務」(第 7号、5月 2日) 
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「雑報 朝鮮の風俗－朝鮮蓄妾の弊風」（＊
『報知新聞』より）(第 13号、11月 2日) 
1895年 
(M27) 
「社説 朝鮮東学党」(第 383号、6月 9 
日) 
「時事 朝鮮事件の前途」(第 389号、7 
月 21日) 
「時事 閔氏及支那人」(第 391号、8月 4 
日) 
「寄書 朝鮮開導論」(第 394号、8月 25 
日) 
「社説 朝鮮の教育制度を策して東邦協 









（五）官妓と交を結ふ」(第 4号、5月 28日) 
「雑報 清韓風俗異同」(第 6号、7月 28日) 
「来翰 朝鮮の家庭の有様」齋藤乙作(第 6号、
7月 28日) 
「書翰 朝鮮の婢及結婚年齢」(第 7 号、8 月
28日) 
「雑報 朝鮮婦人の一行」(第 8号、9月 28日) 






「片々 朝鮮王妃の居動言行」(第 407 
号、2月 25日) 
「片々 金玉均未亡人遭難自記」(第 408 
号、3月 25日) 
「片々 朝鮮婦人日本に来る勇ありや」 
(第 408号、3月 25日) 
「片々 朝鮮婦人の交際」(第 408号、3 
月 25日) 
「女学 朝鮮国の家庭」(第 409号、4月 
25日) 











「文芸 和歌(朝鮮政府)」(第 435号、2 
月 10日) 
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績、希望)」(第 436号、2月 25日) 
「教育 朝鮮国における英米仏の伝道教 

























 第 526号で廃刊  
1905年 
(M37) 
 「時報 仁川の風儀」(第 100号、8月 25日) 
1906年 
(M38) 
 「韓国と矯風事業」(第 105号、1月 25日) 
1907年 
(M39) 














































































『基督教論集』第35号、1992年。    























                                                     
169愛國婦人会は 1901年に「遺族及び癈兵を救護するため」設立された女性団体で、機関紙『愛國婦人』には朝鮮に支部
が置かれること(韓国統監府書記官金山尚志「韓國經營と日本婦人」、『愛國婦人』第 106号、愛國婦人發行所、1906 年 11
月 20日、p.2。)、1906年 11月には「韓國における總會」が開催され伊藤統監、長谷川司令官などが列席したことが報
告されている。(「韓國に於ける總會」『愛國婦人』第 106号、愛國婦人發行所、1906 年 11月 20日、p.5。)この場で伊
藤統監が行った演説も記録されている。(「韓國支部總會に於ける伊藤侯爵の演説」『愛國婦人』第 107号、愛國婦人發行
所、1906 年 12月 5日、p.1。) 
170任展慧「朝鮮統治と日本の女たち」、もろさわようこ編『ドキュメント女の百年５－女と権力』、平凡社、1978年、
p.112参照。 




















《肯定的評価》    
李ソンヒ 「民族の大学－淑明、その伝統の継承」、『淑大學報』第22号、1982年。   
安ヨンヒ 「淑明、民族私学の伝統性を求めて」、『淑大學報』第23号、1983年。 
ジョンクムジュ「誇らしい雪花紋の母校 淑明女子大学校」、『淑大學報』第23号、1983年。  
李ギョンヒ 「民族私学の伝統性と淑明の座標」、『淑大學報』第23号、1983年。 
編集室「民族私学 淑明の精神と伝統」、『淑大學報』第23号、1983年。 
李ギョンスク 「淑大教育の理念研究」、『現代社会研究』第5号、1992年。  

















































                                                     
171 http://www.sookmyung.ac.kr/sookmyungkr/920/subview.do(2018 年 9月現在) 





蹟」、『毎日申報』、1918年 2月 21日、3面。 



































































181 「日語主張」、『皇城新聞』、1909 年 3 月 27日、2面。 




































184李ギョンスク『淑明100年 1906～2006』、創学100周年史編纂委員会、2007年、p.94。  
185 ユンジョンラン「19세기말 20세기 초 재조선 일본여겅의 정체성과 조선여성교육사업-기독교 여성 후치자와  









































                                                     
187 矯風会の前身、東京婦人矯風会の発会式が 1886年 12月 6日に日本橋教会にて執り行われた際、選定された議員の中
に淵澤の名が含まれいている。：『女學雜誌』44号、女學雜誌社、1886 年 12月 15日、p76。 
188淵澤能恵子「朝鮮に於ける女子教育」、『婦人新報』240号、婦人新報社、1917年、p.8。 






































193 「故淵澤女史逸話(一)」、『婦女新聞』第 1863号、1936 年 2 月 23日、p.7、「故淵澤女史逸話(二)」、『婦女新聞』第
1864号、1936年 3月 1日、p.8、「故淵澤女史逸話(三)」、『婦女新聞』第 1865号、1936年 3月 8日、9頁、「故淵澤女史
逸話(四)」、『婦女新聞』第 1866号、1936年 3月 15 日、p.8。 
194 「朝鮮婦人の慈母たる淵澤女史」、『婦女新聞』第 902号、1917 年 8 月 31日、p.7、及び「朝鮮女子教育の開拓者 淵
澤能惠刀自の生涯」、『婦女新聞』第 1862、1936年 2月 16日、p.6。 






















   彼地に私が参りました頃は朝鮮の教育は少しも進まず、日本語を教へる處は一としてありませんでし
た。然し語学は親しみの本である、言語が通じなければ互いに心を知る事は出来ませぬ。 
   そこで、一方ならぬ苦心の後漸く五人の生徒を以て邦語学校を開き、賢姫殿下を願つて日韓婦人会を
開き、又李氏といふ貴婦人を校長として今の淑明女学校を設立しました。202 















199 淵澤能恵子「内鮮融和のために」『婦女新聞』第 1358号、婦女新聞社、1926年 6月 20日、p.8。 
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208 閔庚培『알렌의 宣教와 近代韓米外交(アレンの宣教と近代韓米外交)』、延世大学出版部、1991年、p.25。及び、韓




発生するはずです。」(H.G. Underwood’s letter to Dr. F. F. Ellinwood、1890年 8月 10日、ソウル) 
210 Mrs. L.H. Underwood’s letter to Dr. F. F. Ellinwood、1890 年 1 月 3日、横浜。 
211 H.G. Underwood’s letter to Dr. F. F. Ellinwood、1890年 8月 4日、ソウル。 
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4.3.1． 淵澤能惠と組合教会の関わり 




































                                                     
212「韓國の貴族女學校の設立」『婦女新聞』第 316号、婦女新聞社、1906 年 5 月 28日、p.2。 
213 任展慧、前掲書、p.119。 
214 「女徒開宴」、『皇城新聞』、1906 年 7 月 23日、1面。 
215 「女校盛遊」、『皇城1909年5月8日、2面。  
216 剣持省吾は、現、日本基督教団鳥取教会や岡山教会の牧師を歴任した。 
217 例えば、『基督教世界』(基督教世界社)に掲載された淑明女学校設立前後の記事を挙げると以下の通り。「韓国京城教
會近況」第 1122号、1905年 3月 2日、p.3。「京仁通信」第 1130号、1905年 4月 27日、p.9。「韓國通信」第 1139号、
1905 年 6 月 29日、p.11。「漢城通信」第 1140号、1905 年 7 月 6日、p.9。「韓国通信」第 1151号、1905 年 9 月 28日、
p.9。「京城通信」第 1168号、1906年 1月 18日、p.8。「漢城通信」第 1182号、1906年 4月 26日、p.7。「平壌所感」第
1201号、1906年 9月 6日、p.6。「韓國通信」第 1218号、1907年 1月 3日、p.13。「韓國通信」第 1232号、1907年 4月
11日、p.9。「韓國通信」第 1237号、1907年 5月 16日、p.10。「伊藤統監と外國宣教師」第 1243号、1907 年 6 月 27
日、p.9。「韓國通信」第 1251号、1907年 8月 22日、p.7など。 
218「漢城通信」『基督教世界』第 1182号、基督教世界社、1906 年 4 月 26日、p.7。 
219「京城基督教會通信」『基督教世界』第 1169号、基督教世界社、1906 年 1 月 25日、p.5。 
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載せた。 
 






























                                                     
220「韓國通信」『基督教世界』第 1232号、基督教世界社、1907 年 4 月 11日、p.9。 
221 Ladd、George Trumble(米国会衆教会牧師)、アンドーヴァー神学校卒業、イェール大学教授を歴任。1892年から 99
年まで三度来日。1907年に朝鮮統監伊藤博文の顧問として朝鮮へ渡る。朝鮮を否定的に評価しつつ日本の韓国併合を正
当化し、韓国教会と宣教師による独立運動を批判した。著書としては‘In Korea with Marquis Ito’ (1908年)：韓国
基督教歴史研究所編『来韓宣教師総覧 1884－1984』、韓国基督教歴史研究所、1994年、p.336参照。 
222「韓國傳道の状況一班(原田牧師韓國視察報告抄出)」『基督教世界』第 1141号、基督教世界社、1905 年 7月 13日、
p.5。 
223 京城教會一會員「京城だより」『基督教世界』第 1281号、基督教世界社、1908年 3月 19日、p.10。 































                                                     




226渡瀬常吉「韓國傳道論」『基督教世界』第 1250号、基督教世界社、1906 年 8 月 15日、p.2。 
227「政治や教育は慥かに韓人の教化の一方法で、此れが出来得る者とすれば傳道的教化は慥かに出来るのである」渡瀬常
吉「韓國傳道論」『基督教世界』、第 1250号、1906 年 8月 15日、p.3。  
228「基督教諸学校に於て昨年中教育せられたる生徒の數は一萬五千人を超えたり。韓國政府及人民は日本官憲の補助によ
りて諸市、就中首府に於て盛大なる學校を設立したり」と日本の補助による教育が充実していることを報告している。ジ
エー・ディー・デビス「韓國所感」『基督教世界』第 1263号、基督教世界社、1907年 11 月 14日、p.2。 
229 1886年設立、初代牧師は小崎弘道。 
230「綱島牧師の韓國視察談(ニ)」『基督教世界』第 1282号、基督教世界社、1907年 3月 26日、p.5。 
231「綱島牧師の韓國視察談(ニ)」、同書、p.5。  
232 「私立淑明高等女学校第一回卒業式」、『毎日申報』、1911年 4月 8-9日。及び「明新高等女学校の明新二字を以淑明
に変更」、『皇城新聞』、 1909年 7月 2日、3面参照。 







































                                                     
233 海老名弾正「海老名牧師の韓国視察談」『基督教世界』第 1389号、基督教世界社、1910年 4月 21日。 
234 「日本組合基督敎堂건설(日本組合基督教会堂建設)」、『每日申報』、1911年 9月 28日、2面。 
235 海老名弾正、「朝鮮半島に於ける感想」『新人』第 204号、新人社、1917 年 7月号、p.61、64。 
236 1875年生まれ、1950年没。日本の官僚として宮内次官、貴族院議員、枢密顧問官等を歴任。1900年に台湾総督府参
事官に就任、1910年には朝鮮総督府学務局長、1917年に朝鮮総督府中枢院書記官長兼朝鮮総督府学務局長になる。 
237 「淑明女學校新建」、『毎日申報』、1918年2月20日、2面。  
238 「淑明女校新設」、『毎日申報』、1918 年 2 月 20日、2面。 
239 同書、2面。 








































                                                     
240 松本雅太郎「故淵澤能惠子刀自」『基督教世界』第2713号、1936年3月5日、p.5。   




































                                                     
241 松本雅太郎「故淵澤能惠子刀自略歴」、『淑明』20 号、1936年 7月。及び、任展慧「朝鮮統治と日本の女たち」、p.116
参照。 
242 高崎宗司『植民地朝鮮の日本人』、岩波書店、2013 年 11刷、p.101。 
243 同書、p.101。 
244 「両婦人學校観覧」、『皇城新聞』、1909 年 6 月 22 日、1面。：隈木繁吉の名字は「隈本」が正しい。 
245 「義捐明新」、『大韓毎日申報』、1907 年 3 月 23日、2面。 
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道報告」、『基督教世界』第 1227号、基督教世界社、1907 年 3 月 7日、p.9。  
249渡瀬常吉「韓國傳道論」『基督教世界』第 1250号、基督教世界社、1907 年 8 月 15日、p.3。  
250例えば、劍持生「韓國通信－宣教師伊藤統監訪ふ」『基督教世界』第 1237号、基督教世界社、1907年 5月 16日、
p.10。「伊藤統監と外国宣教師」『基督教世界』第 1243号、基督教世界社、1907年 6月 27日、p.9など。   
251ジエー・ディー・デビス「韓國所感」『基督教世界』第 1263号、基督教世界社、1907年 11 月 14日、p.2。 
252「近日박동明新女學校에셔 愛國歌는 日本愛國歌를 唱하고(近日磗洞明新女学校において愛国歌は日本の愛国歌を唱え)」
との記事が掲載された。：「筆下層欄」、『毎日申報』、1907 年 4 月 5日、2面。 
253 「昨日獎忠壇에셔 各女學校聯合大運動을 擧行하는대 惟獨明新女學校는 進參치 아니하얏다더라(昨日奨忠団にて各
女学校連合大運動を挙行したが唯独明新女学校は進参しなかった)」との記事が掲載された。：「雜報」、『大韓每日申報』、
1907 年 5 月 26 日、2 面。しかしその翌月、奨忠団で明新女学校だけが別に運動会を開催するという奇妙な出来事が起き
た。：「女校運動」、『大韓毎日申報』、1907 年 6 月 11 日、2 面。ところが 1908 年になると、「北署農商所」という政府警務
機関の運動場で運動会が挙行される。：「明新運動」、『皇城新聞』、1908 年 5 月 5日、1面。 
254「日本商業学校長視察」、『皇城新聞』、1908年 9月 23日、2面。 
255 飯沼二郎、韓晳曦『日本帝国主義下の朝鮮伝道』、日本基督教団出版局、1985年、p.116－117参照。及び、韓晳曦
『日本の朝鮮支配と宗教政策(朝鮮近代史研究双書 6)』、未来社、1988年、p.102参照。 
































                                                     
256「教育勅語奉戴式、私立では此が嚆矢」、『毎日申報』、1913年3月20日、2面。 
257 「淵沢女史祝賀会」、『毎日申報』、1915 年 10月 28 日、2面。 
258 「基督教婦人矯風會 貧民に施米 二十二日淑明女学校にて 総督夫人も進参」、『毎日申報』、1933 年 1月 22日、2
面。 
259「公娼廢止請願提出◇総督府へ」、『毎日申報』、1927 年 2 月 19日、2面。 
260『毎日申報』、1914年、3月 7日、2面。：文中の宇佐美内務部長官とは、1910 年 10月 1日から 1919 年 8月 19日まで
朝鮮総督府内務部長官をしていた宇佐美勝夫のこと。檜垣長官とは、当時朝鮮総督府京畿道長官の檜垣直右。また、有賀
理事長とは、朝鮮教育会附設教育俱楽部理事長であった。 
261 「敍勳六等授寶冠章」「敍任及辭令敍任及辭令」、『官報』、1915 年 9 月 21日、6面。及び、「淑明女校老女史의 영예、 
淵澤能惠 여사에게 勲章下賜(淑明女校老女史の栄誉、淵澤能惠女史に勲章下賜)」との記事が掲載されている。『毎日申
報』、1915年 9月 23日付。 
262「京城教育総会、功績者五名決定」、『朝鮮新聞』第 8473号、1925年 3月 29日付。 
263 朝鮮功勞者銘鑑刊行會『朝鮮功勞者銘鑑』、1935年、p.821。 































                                                     
264 熊本洋学校に学んで入信、卒業後同志社に入学、新島襄に師事した。安中教会、本郷教会の牧師、同志社大学総長
（1920年―1928 年）などを歴任した。 
265 M・M生「海老名先生の来鮮」、『基督教世界』第 2724号、基督教世界社、1936年 5月 21日、p.2参照。 
266「生涯を教育に捧げ 淵澤女史は逝く 在鮮卅年間の功績」、『京城日報』、1936年 2月 9日、p.2。及び「朝鮮女性の
母 尊い教育の一生 逝ける淵澤能惠子女史」、『京城日報』、1936年 2月 9日、p.7。 
267 村上淑子『淵澤能恵の生涯－海を越えた明治の女性－』、原書房、2005年、p.74。編集室「民族私学 淑明の精神と伝
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第 5 章  朝鮮理解に関する宣教学的考察－植民地期から現在まで－ 
 
5.1． 韓国併合による宣教理念への影響(1910 年代) 
  






 これに関して、韓国併合が強制実行される 1910年を前に、1906年 1月発行の『婦人新報』に掲載さ
れた「韓國と矯風事業」には次のような内容が含まれている。 
 





   されば我等は此際基督教信徒にして殊に矯風事業に熱心なる婦人が同國に至り、彼我の人民の為に大
に運動せられんことを切望致します、若し假りに我が婦人矯風會より派遣するとするならば 
   一、適任と認むる婦人を少くも二名選擇し之を派して、運動方法は其人に一任すること。 
   二、之に要する費用は、全國の各矯風會之を負擔し一方には天下に檄して援助せしむること。 
   三、韓國各地の基督教徒を警醒し、矯風的團体を組織せしめ、其地方矯風運動の中心たらしむるこ
と。 
   四、一方には日本禁酒會と聯合し、禁酒運動を起し罪源を斷つこと。 








                                                     
272 渡邊常子「朝鮮旅行記△朝鮮に於ける矯風会運動」、『婦人新報』178号、婦人新報社、1912年、p.28。 
273「韓國と矯風事業」、『婦人新報』105号、婦人新報社、1906年、p.4。 


































5.2． 矯風会朝鮮支部設立期の宣教理念(1920 年代) 
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   懐かしい朝鮮 
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   矯風會は現在も多少それであるが、将来は更に一層明らかに、又徹底的に、全基督教會の女性と母性
とによつて成る、對社會機構となる可きではあるまいか。 











                                                     
291 「世界を一家として」、『婦人新報』、1931年、第 381号、p.4。 
292 植村環「『汝の名は何か』」、『婦人新報』398号、婦人新報社、1932年、p.3。 
293 久布白落実「社説」、『婦人新報』418号、婦人新報社、1933年、p.7。 

















































新報』において朝鮮に関して記事として取り上げられたのは、1950 年 7 月以降であった。ちょうど同年
6 月 25 日に勃発した朝鮮戦争に関する記事が「平和問題」と関連させ次々と登場する305。朝鮮戦争勃発
直後の 7月以降に発行された『婦人新報』には朝鮮について次のような文章が掲載されている。 
 



































































   ミセス・アダムスは御主人と共に長らく朝鮮にあつて傳導事業にたずさわられ、また朝鮮の矯風會の働
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きにも關係された方であります。 
   アダムス夫人は無一物で引あげてこられながら、神の深き御恩寵を感謝されて後、朝鮮の教會の事業、
矯風會の働き等に就てのべられました。 















矯風会がこのように記録した一方で、解放後の大韓節制会は 1930 年から 38 年まで年に一度程度『節
制』という機関紙を発行している312。その後、矯風会と合併する経過を辿るが、1993 年に大韓節制会が











1923 年から 1945 年まで、そのはじめの 20 年間、日本の支配下で節制会は福音伝道を中心に、愛国愛
族運動を土台とする民族運動を活発に行った。節制会草創期の総務たちは身をもって全国各地を巡回し伝
道すると同時に酒やたばこの害を伝える節制講演を通して多くの者が心を決め、キリスト者たちと求道者
                                                     
306 「朝鮮の矯風會の働き」、『婦人新報』603号、婦人新報社、1950年、p.11。 
307 ミセス・アダムスこと Adams, Margaret Robertsは、Adams, George Jと結婚し 1932年から米国北長老教会宣教師と




308 「クラブ便り ◎英會話クラブ」、『婦人新報』603 号、婦人新報社、1950年、p.4参照。 
309 「全國評議員會報告」、『婦人新報』621号、婦人新報社、1952年、p.8。 
310 不明：注 24『資料叢書第 18集 来韓宣教師総覧(修正増補版)』には記録なし。 
311 平山清譯「万国矯風会の青年部は何をしているか 朝鮮」、『婦人新報』643号、婦人新報社、1954年、p.16。 
312 김정주、대한기독교여자절제회편저『대한기독교여자절제회 70주년역사(1923～1993)』(金ジョンジュ
、大韓基督教女子 節制会編著『大韓基督教女子節制会 70週年史』)、그린파츄어、1993년、p.224。 
313 김정주編著、同書、p.187。 
































                                                     
314 김정주編著、同書、p.36。 
315 김정주編著、同書、p.138-139参照。 











































                                                     
322 守屋東「このごろ 神の國運動・總選擧 婦人ホーム」、『婦人新報』384号、婦人新報社、1930年、p.38。 
323「神の國運動と矯風會」、『婦人新報』391号、婦人新報社、1930年、p.33。 



































   子供は寶である。最上の條件を具へた國の礎である。「我らは成長すべきものなり」、「我らは日本
の将来を擁護せん」と、標語をもつ禁酒軍の働きは重大である。 
(略)禁酒軍の増設を望む事が我國純潔運動普及の最短距離であり、國民體位向上の既知數である。 
                                                     
324 久布白落実「社説 全國の教會に動員する」、『婦人新報』418号、婦人新報社、1933年、p.6。 
325 ガントレット恒子「基督者婦人に訴ふ」、『婦人新報』424号、1933年、婦人新報社、p.18。 
326 久布白落実「修養 神の國の建設」、『婦人新報』472号、1937年、婦人新報社、p.4。 




   軍人になるのに左の約束をする。 
   一、酒、タバコを飲まぬ事、 








   「神の國は爾曹の中に在り」で我等の人格其ものが、一つ々々礎石となるのである。人格の建設は故
に取も直さずこの大事業の基礎工事である。(略) 
   前號、神の國建設の基礎工事に酒を排することを記した。人格の基礎工事に最一つ缺く可らざるもの
は純潔である。性生活の純潔である。(略) 
   然し純潔と云ふ事は、そんな狭苦しいものではない。我等の云ふ處、少くともキリストの青年男女と
して考ふる時、それは満ち満ちた生活である。(略) 














                                                     
327 金森すみ子「全國に禁酒網を張れ」、『婦人新報』、婦人新報社、1937年、第 472号、p.36。 
328 金森すみ子、同書、p.37。 
329 金森すみ子、同書、p.37。 
330 久布白落実「修養 神の國建設の礎石」、『婦人新報』473号、婦人新報社、1937年、p.4-5。 
331 久布白落実「巻頭言」、『婦人新報』483号、婦人新報社、1938年、p.3。 
332 林歌子「第四十八回大會に臨みて―開會式に於ける演説―」、『婦人新報』494号、婦人新報社、1939 年、p.７。 
- 78 - 
   イエスの教説は、結局に於て「神の國と其正義とを求むる」と云ふことに盡きてゐる。神の國と云ふ
のは正義の國である。地上の國を正義化することが神の國にすることである。それには闘争も已むを得
ないのである。(略) 
   此意味から云ふと、基督教は戦争否定論である。決して是認はしない。併し乍ら國家の立場に於て
は、如何に正義の主張をしても通らぬ場合に於ては實力を行使する外ないことになる。此國家の立場に
於て實力を行使することを、國家の下に在るべき宗教が反對すると云ふことは出来ない。(略) 

































338 『新共同訳聖書』、日本聖書協会、2008年、ルカによる福音書 17章 20－21節。 
339 デイヴィッド・ボッシュ著、東京ミッション研究所訳、前掲書、p.92。 
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350 WWCTUのホームページ http://www.wwctu.org/resources_pdf/convention_2016/20160821_eskelinen.pdf(2018 年 9月
現在)より。 
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355 平山照次、同書、p.13。 






361 「海外だより 韓国矯風会から」、『婦人新報』764 号、婦人新報社、1964年、p.31。 
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、大韓基督教女子 節制会編著『大韓基督教女子節制会 70週年史』)、그린파츄어、1993년。 
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 1970年代に入ると、日韓関係を意識する記事が格段に増えた。そのはじまりとして 73年 5月(872号)
に発行された『婦人新報』の特集テーマが「朝鮮問題と私」であり、ここに朝鮮を扱う記事が多く掲載
された371。その後、日韓教会協議会において韓国における日本人男性観光客の買春と妓生の問題372など
が取り上げられ、同時に韓国教会女性連合会(Korea Church Women’s Conference、以下、KCWC) 373が韓
国政府に対して売春観光事業の即時廃止、拘束学生たちの即時釈放、民主主義秩序の回復を求めた声明
文を紙面に掲載した。このころから矯風会は大韓節制会よりも韓国キリスト教協議会やアジア教会婦人
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転換し、71年の全国大会にて「排酒部」を「酒害防止部」と改称した377。さらに、84年にはたばこの害
に関しても加えることとなり「酒・たばこの害防止部」と変更された。79年の報告によると、この時内



























述べた。そして、1974 年にローザンヌにおいて福音派の教会間で開催された第 1 回世界宣教国際会議に
て、これまで個人伝道が教会の最優先課題と理解されてきた福音派においても「伝道と社会・政治的な関

















































































1990年 10月 17日  韓国教会女性連合会などの女性団体392が海部俊樹内閣総理大臣宛に慰安婦に   
          対する強制連行の事実を認め、蛮行を究明し、慰霊碑建立、公式謝罪と補償、 
歴史教育の中で語り続けることを求める「公開書簡」393 
1991年 11月 14日  宮沢喜一内閣総理大臣宛に派閥人事に対する「抗議書」394 
1992年 1月 13日   宮沢首相の訪韓に際し、国会が戦争責任をアジアの人々に謝罪し、損害に対 
                                                     
390 同ホームページより：https://www.lausanne.org/ja/content-library-jp/cape-town-commitment-jp/ケープタウン決
意表明#p1-10(2018年 9月現在) 
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し補償を行う決議をすることを、主権者として要請する「声明」395 

























                                                     
395 「声明」、『婦人新報』1097号、婦人新報社、1992 年、p.27。 
396 「要請書」『婦人新報』1099号、婦人新報社、1992年、p.25。 
397 川谷和子「宣教課題としての外登法問題」、『婦人新報』1099号、婦人新報社、1992年、p.24。 

































 2001 年の評議会において、これまでの WWCTU との関係を断ち WWCTU 世界大会には参加しないとの決議
がされた。さらに、WWCTU との関係から使用した英文の名称「Japan Woman’s Christian Temperance 
Union」を改名し、新たに「KYOFUKAI-Japan Christian Woman’s Organization、Est.1886」を採用する
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414 さらに、2011年 9月 8日の『国民日報』によると、大韓節制会は『第 30回青少年禁酒禁煙メンタリング」を開発し
全国の公立学校教師 2万 8千人および保健教師 600 人を対象に教育セミナーを実施することを明らかにした。この教育プ
ログラムは大韓節制会が企画し大成ホールディングスが開発したもので、課程は禁酒教育 15回、禁煙教育 15回、計 30
回 3週間にわたって行われ、教師は韓国教員団体総連合会を通して教育を受ける。この韓国教育団体総連合会は韓国国内
で最大の教員団体で政治的には保守的立場を維持している。 
415 大韓節制会(KWCTU)の HPを参照：http://kwctu.org/2015_html/kwctu/sub3.php?main_menu=2&sub_menu=3#none 
416김정주、前掲書、p.198。 
417 大韓節制会ホームページを参照：http://www.kwctu.org/(2018 年 9月現在) 
418 同ホームページ上の「대한기독교여자절제회 금주금연정책 건의문 발표 및 절제운동 자료집(大韓基督教女子節制会 
禁酒禁煙政策建議文発表及び節制運動資料集)」(2017年 5月 2日)を参照。 























                                                     
419 同ホームページ文集の p.23-24。 
420 大韓イエス教長老教会統合派：教会憲法「第 1篇第 2章 政治 第 26条〔職員選択〕12．同性愛者及び同性愛を支持
し擁護する者は聖書の教えに違反し、同性愛者及び同性愛者を支持し擁護する者は教会の職員及び神学大学校教授、教職
員になることができない。」 







新報(2017 年 9 月 22 日付)によると、「憲法改正委員会が出した憲法改正案の中で『牧師の職務』を規定する既存の条項
(政治第 3 条第 1～６項)に『同性愛者と本教団の教理に違反する異端に属する者が求める執礼を拒否することができ、教
会から追放することができる』との内容を挿入することが許可された。」2018 年 3 月 25 日現在、合同派は教会憲法の変
更を未だ行っていない。 
基督教大韓監理会：教理と章程「第 3篇 組織と行政法 第 1章 総則 第 6章 個体教会の使役者 第 43 条(監理教会教役者
の共通資格及び制限)監理教役者として派遣を受けるための共通資格及び制限事項は次の通り。（新設）②3．飲酒、喫
煙、麻薬、同性恋愛(結婚)などをしたり不道徳な生活をした者」 
421 嶺山敦子「久布白落実の性教育論をめぐって ―『婦人新報』における 1930年代の論稿を中心に ―」、『関西学院大学
社会学部紀要』105号、関西学院大学社会学研究会、2008年、p.143。 
422 2017年 6月発行の『k-peace』(no.2)では「多様な性(セクシュアリティ)を生きる日常から」、同年 8月発行の『k-
peace』(no.3)では「後戻りはしない～ジェンダー平等への歩み～」と題した特集が組まれている。 
















































































































                                                     
424 デイヴィッド・ボッシュ、東京ミッション研究所訳、前掲書、p.228。 
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428 中道基夫、同書、p.55。 

























                                                     
429 中道基夫、同書、p.56。 
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・中道基夫「宣教学特講～ミッションはインポッシブル？ 第 3講 世界宣教の時代－神の国の拡張
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